
席上配布資料 

青少年モニター制度を活用したアンケートの実施について 

 

 

１ 青少年モニター制度とは 

  京都市では，平成２３年３月に，青少年行政の新たな指針として，「はばたけ未来へ！

京都市ユースアクションプラン－第３次京都市青少年育成計画－」を策定し，「青少年の

チカラを活かした社会づくり」に緊急的・重点的に取り組んでいる。青少年が市政やまち

づくりに参加する機会を増やし，社会への参加意識を高めるとともに，青少年の視点と意

見を市政に反映させることにより，施策の充実を図ることを目的として，京都市内に在住，

通学，通勤している１３歳から３０歳までの青少年をモニターとして登録し，ワークショ

ップやアンケートの実施などを行っている。 

  ※実施主体は，子ども若者はぐくみ局育成推進課。 

  ※現在の最新モニター数は，４５人（うち２人は社会人，そのほかは大学生）。 

 

２ 青少年モニター制度を活用したアンケートの実施について 

  本年下半期に市民アンケート調査を実施するに当たり，その前段として，今後，中心と

なる若者世代の防犯についての現状意識等を把握するため，当該制度を活用したアンケ

ートの平成３０年度実施分として「防犯意識に関するアンケート」を実施した。 

   

  実施期間：２０１９年３月８日～同月２４日 

 実施方法：モニター登録者への紙配布。そのほか，モニター登録者以外からも回収でき

るよう，アンケート実施委託業者のホームページ，Facebook でのアンケー

ト調査の公開及び青少年活動センターへのアンケート用紙の配架を行った。 

 アンケート：別紙１参照 

 回答者数：１３６人 

 主な集計結果：・回答の約６割が大学生，大学院生，専門学校生。 

・親と同居もしくは単身者が約９割。 

・ほとんどの回答者が学生であるため，普段利用する移動手段に車やバイク

はほとんどなく，自転車が最も多い。 

・犯罪にあう可能性については，低くなったと思う方が５．９％と非常に少

なく，体感治安の向上に繋がっていない表れ。全国的な凶悪犯罪や日常の

行動範囲内で実際に犯罪が発生した経験，不審者が多いことなどにより

体感治安が左右されており，中でも周りからは見えない SNS などのネッ

ト空間での不安が多い。 

・家の戸締りや自転車等の鍵かけは必ず行うが，家族と防犯について話し合

ったりすることはなく，自身が防犯対策をしていることも少ない。イヤホ
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ンで音楽等を聴きながら歩いたり，スマートフォンを操作しながら歩く

ことも多く，また，７割以上が夜１０時以降にひとりで帰る日があったと

回答するなど，防犯行動を取る一方で，不安全行動を取っている人が多い。 

・防犯に関し，多くの方が人口減少に伴う影響があると考えており，被害に

合わないためには自分自身や家族で安心安全対策を取るべきだと考えて

いる方が多い。 

・防犯活動を行っている団体については，認知度が低いため，まずは知って

もらうことが必要。 

・これまで地域活動に参加したことがない方も，参加したくないと思ってい

る方はごくわずかで，何らかの条件さえ合えば，活動に参加してもらえる

可能性がある方が多い。 

・自由記述では，否定的な意見はなく，行政や警察に期待するもの，また，

自分自身での防犯対策や地域の地道な活動の必要性を述べた意見が多か

った。 

                                  

      ※詳細は，別紙２参照 
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